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1 Introduction
上川 純一

今月の Debian 勉強会へようこそ。これから Debian

の世界にあしを踏み入れるという方も、すでにどっぷり

とつかっているという方も、月に一回 Debianについて

語りませんか？

Debian勉強会の目的は下記です。

• Debian Developer (開発者)の育成。

• 日本語での「開発に関する情報」を整理してまと
め、アップデートする。

• 場の提供。
– 普段ばらばらな場所にいる人々が face-to-

face で出会える場を提供する。

– Debian のためになることを語る場を提供

する。

– Debianについて語る場を提供する。

Debian の勉強会ということで究極的には参加者全員

が Debian Packageをがりがりと作るスーパーハッカー

になった姿を妄想しています。情報の共有・活用を通し

て Debianの今後の能動的な展開への土台として、「場」

としての空間を提供するのが目的です。

2009年の計画は仮です。

1. 新年の企画 (アンサンブル荻窪開催)

2. OSC Tokyo

3. VAIO P インストール記録、カーネル読書会　

ディストリビューション大集合 (小林さん)(東京大

学?)

4. Git Handson (岩松)(あんさんぶる荻窪?)

5. 家 Debianサーバ vs 職場のネットワーク (千代田

区都立図書館?*1)

6. Asterisk (東京大学?)

7. スペインにて開催

8. Debconf報告会

9. OSC Fall?

10. udev + HAL(岩松さん)

11. 3D graphics 開発（藤沢さん）

12. Debian サーバ +VMware + 各種 OS、他の仮想

化ツール (vserver etc.)、忘年会

会場候補としては下記があります:

• 大学
• 恵比寿 SGIホール

• Googleオフィス

• 公民館 (あんさんぶる荻窪等)

• 都立会議室 (無線 LAN)

• 健保の施設

*1 http://www.library.chiyoda.tokyo.jp/
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2 最近のDebian関連のミー
ティング報告

上川 純一

2.1 東京エリア Debian勉強会 53回目報告

東京エリア Debian勉強会報告。2009年 6月 20日土曜日に東京エリア Debian勉強会の第 53回市ヶ谷の会議室で

開催しました。ネットワーク接続も可能な近代的な円卓の会議室でした。今回の参加者は荒木靖宏, 吉田@板橋, 川本,

山根, キタハラ, 日比野, masaka, 前田, 吉野, あけど, 山本 浩之, Norbert Preining, でん, 上川の 14名でした。

まず、クイズ。

山田琢磨さんが資料を作成していたのですが、今日はこれないということなので、あけどさんと上川が司会進

行をつとめながら DDTSS のディスカッション。みんな先月よりも作業ができているので実際の作業内容と課題に

ついてより深い議論ができました。上川は作業するときにみやすいように英語と日本語を横に並べて表示するた

めの greasemonkey を紹介しました。あけどさんは翻訳作業の際の tips を紹介。今回も omegat の使い方につい

てちょっと話題にのぼりましたが、結局会場の中では誰もつかったことがないのでそのままお流れに。翻訳辞書も

greasemonkey で検索できるようにしたら使いでがよいだろうという話題とかが出ました。

吉野さんが bsdstats パッケージを作成して、 Debian kFreeBSD のインストールベースを増やしたら可視化でき

るように。

山本さんが Debian kFreeBSD のインストールの手順を実演。事前資料に書いてある内容ではインストールできな

いのでみんなその場でインストールしていました。

宴会は安安にて。

2.2 2009年 6月勉強会アンケート結果

Google Moderator*2 を使って 2009年 6月勉強会のアンケートをとりました。

新しい要素を提案できる仕組みなのですが、誰も追加してくれませんでした。残念です。どのようにしたらうまく

追加してもらえるようになるのかが課題でしょう。説明がたりなかったのでしょうか?

事前に上川が登録した提案については投票結果が出ています。投票に 10人が参加しました。

投票で賛成票が多かった提案。

• ”次回はスペインで　開催された Debconf の内容について報告してほしい” – 圧倒的な支持をうけました。8

月の勉強会の中心にする予定です。

• ”事前課題は 6月の DDTSSについてのもののように実際の Debian Project に貢献するような実践的な内容

*2 http://moderator.appspot.com/#15/e=477a&t=95347
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を設定してほしい”　– 実践的な内容にしていこうと思います。

• ”演習問題（Quiz）の難易度はより演習形式にしたほうがよい。” – 演習形式にしてみようかと思います。

• ”勉強会で DebianJP会長の就任演説をするべきだ。” – 過半数の支持がありましたが、そこまで積極的な感じ

ではないので、ちょっとだけ就任演説をしてもらおうと思います。

• ”講義形式より、ハッカソン形式にしたほうがよい”　– 過半数ではありますが、圧倒的多数ではないので、ハッ

カソンのみに切り替えるのは少し違うのかな、と思いました。

投票で反対票が多かった提案。

• ”会費が高くなっても印刷資料は欲しい。” – 無理に印刷資料は用意しなくてよいのではないかと思います。

• ”会費が高くなっても会場はネットワークがつながった方がよい” – 市ヶ谷の会場はネットワークが接続できた

のですが、高価でした。今後も使うかどうか迷ったのですが、投票の結果から考えて、必要ないのではないか、

という印象です。

2.3 東京エリア Debian勉強会 54回目報告

スペインで開催されたようです。
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3 Debian Trivia Quiz
上川 純一

ところで、みなさん Debian 関連の話題においついていますか？Debian関連の話題はメーリングリストをよんで

いると追跡できます。ただよんでいるだけでははりあいがないので、理解度のテストをします。特に一人だけでは意

味がわからないところもあるかも知れません。みんなで一緒に読んでみましょう。

今回の出題範囲は debian-devel-announce@lists.deban.org に投稿された内容と Debian Project Newsから

です。

問題 1. ヨーロッパに新設されたアップロードキューの

名前は?

□ A ftp.eu.upload.debian.org

□ B ftp.uk.upload.debian.org

□ C ftp.jp.debian.org

問題 2. 新しいアップロードキューで新しくサポートす

ることになる通信プロトコルは?

□ A ipv6

□ B sstp

□ C RFC2324

問題 3. GPG キー再作成祭りはなぜ発生したか?

□ A そろそろ sha-1が脆弱になったと思われるから

□ B 惑星が直列するから

□ C GPGが自由でなくなったから

問題 4. packages.debian.org メールについて何がアナウ

ンスされたか

□ A debian.org以外からメールを受信しなくする

□ B debian.org以外からしかメールを受信しなくする

□ C debian.net以外からメールを受信しなくする

問題 5. eeePCは 5月時点で何機種あるか

□ A 16

□ B 24

□ C 32

問題 6. Debian が glibc の代わりに採用すると発表した

libc はなにか

□ A newlib

□ B eglibc

□ C BSD libc

問題 7. debian-cli というメーリングリストは何をする

ところか?

□ A command line interface について語る場所

□ B common language infrastructure について語る場

所

□ C cat-linux interface について妄想する場所

問題 8. Debian policy 3.8.2 でかわった点はどれか。

□ A debconf 必須

□ B X は廃止になりました

□ C MS EULA が認定ライセンスに含まれた

問題 9. gluck はいつ廃止になるか

□ A 6月末

□ B Squeezeリリース時

□ C Lenny リリース時
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4 Debian JP 会長就任の挨拶
岩松

Debian JP Project 会長になった岩松だけど、何か質問ある？
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5 Debian Conference 2009参加
報告

武藤 健志、前田 耕平、山根 秀樹、岩松 信洋

5.1 Debconfとは

2009年度の Debconf は 6月 23日から 6月 30日まで、スペインのエクストラマドゥーラで行われました。日本か

らは、武藤 健志、前田 耕平、山根 秀樹、岩松 信洋が参加しました。

5.1.1 Debconfの歴史・経緯

Debian Conference http://debconf9.debconf.org/ は Debian の開発者たちが一同に介するイベントです。通

常顔をあわせることのないメンバーたちが一同に介し友好を深め、技術的な議論を戦わせます。過去の開催履歴を見

てみると表 1のようになります。

表 1 歴代の Debconf参加者推移

年 名前 場所 参加人数
2000 debconf 0 フランス ボルドー
2001 debconf 1 フランス ボルドー
2002 debconf 2 カナダ トロント 90名
2003 debconf 3 ノルウェー オスロ 140名
2004 debconf 4 ブラジル ポルトアレグレ 150名
2005 debconf 5 フィンランド ヘルシンキ 200名
2006 debconf 6 メキシコ オアスタペック 300名
2007 debconf 7 英国スコットランド エジンバラ 約 400名
2008 debconf 8 アルゼンチン マルデルプラタ 約 200名
2009 debconf 9 スペイン エクストラマドゥーラ 約 250名

5.1.2 Debconf 2009

2009年度の Debconfの会場はエクストラマドゥーラ州のカセレス (Caceres)にある州が管理する施設を活用しま

した。専用のネットワーク回線をはりめぐらせ、無線 LANメインのネットーワークを構築していました。（OpenWrt

を使っていたようです。）ネットワークはスペインのネットワーク会社である telefonicaの協力のもと行われたよう

です。

宿泊は会場にある宿泊施設と、会場から徒歩 15分程度に位置する Francisco de Sande に分散していました。
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5.2 スペイン/カセレス

5.2.1 行き方

行き方としては空路を使った場合、日本からスペイン/マドリッド、マドリッドからカセレスという順になります。

日本からマドリッド（バラハス国際空港）までは直行便がありません。どこかでトランジットが必要になります。各

メンバはタイ国際空港経由で入国しました。距離は約 10000km。飛行時間は約 21時間かかります（日本からタイま

で約 5時間、タイからマドリッドまで約 16時間）。バラハス国際空港からマドリッドの市街に移動し、さらに列車で

4時間ほど移動する必要があります。列車のチケットは予約する必要があり、座る場所も決まっています。マドリッド

にあるターミナル駅、アートチャ駅で購入することも可能ですが、日本チームはインターネットでチケットを予約し、

印刷して持っていきました。

5.2.2 会場

会場は、エクストラマドゥーラの

施設を借り切って開催されました。

先に書いたとおり、宿泊施設が併設

されており、4割の参加者は併設した

宿泊施設から参加していました。も

う片方の宿泊施設である Francisco

de Sande は世界遺産である遺跡の中

にあり、ゲームに出てきそうな宿で

した。併設された宿泊施設には発表者やメイン開発者が泊まっており、ここでも格差社会が見え隠れしています。

debconfの前にやっている debcampと呼ばれるものがあり、こちらは開発が主体になっています。開発メインで行い

たい人は debcampから参加するとよいでしょう。

• Upper Talk Room: メイン用。250人ほど入ることができます。

• Lower Talk Room: サブ会場。50人ほど入ることができます。

• BoF Room

BOF 用。30人ほど入ることができます。プレゼンテーション設備がないため、皆パソコンを開いてプレゼン

テーション資料を見ていました。また、空調設備が貧弱なため、蒸し風呂状態でした。

• Hacklab 1/2 および 食堂: Hacklab はハック専用の部屋です。
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5.3 スケジュール

23日の Debian Day で Debian Conference は開幕し、30日まで毎日いろいろな予定が組まれていました。27日

だけはカンファレンス参加者で day-trip を実施しました。

5.4 主となった討論

5.4.1 その１

5.4.2 その２

5.4.3 その３

5.4.4 GPGサイン

Debconf9 開催前に DSA の脆弱性が発覚し、これにより新しい GPG 鍵を作成する必要がでてきました。新しく

作成した鍵を使って開発者同士で鍵サインをする必要が出てきたため、今回の Debconf では GPG サインが活発に

行われました。今回のポイントはこれまでの事務的な手続きを反省して、Debconf開始に際してセッションを開き、

チェックサムの検証を行って、あとは好きなときにちゃんと相互におしゃべりをしながらサイン交換しましょうとい

うことがとても重要だったと思います。名札に GPG鍵リスト上で割り当てられた番号が書かれていて、やりとりを

促進するようにもなっていました。おかげで我々は 29日夜のサインパーティに出られないながらも、hacklabや食事

どき、デイトリップの最中などいろいろな場面で多数サイン交換ができました。

武藤さん、岩松は 40名ぐらいの参加者と交換することができました。

5.5 Debconf11

Debconf11 はボスニアとドイツが立候補ししました。ドイツはまだ場所が決まっていないようですが、今年中に場

所を確定させるようです。ソマリアはトランジットが面倒ですが、開催地は空港から数キロのところにあり、そんな

に困らないように感じました。ドイツは Debian 開発者が一番多い国で、Debconf チーム (orga) のメンバも多いた

め、ドイツ濃厚な気がします。

5.5.1 Daytrip

Debconf では一日、参加者で旅行をするというイベントがあります。今回の

Debconfでは 会場からバスで 2時間ほど移動したところにあるエクストラマ

ドゥーラ州が運営しているキャンプ場に移動し、そこから 1時間ほどハイキン

グをしました。ハイキングの先には、自然でできたプール（Natural Pool）が

あり、そこで皆で泳いだり飛び込んだり、滝に打たれていました。一部溺れか

けてた人もいたようですが、皆無事だったようです。4時間ほどそこで遊んだ

後、別の場所に移動し、みんなでビールを飲みました。そこにも川をせき止め

たプールがあるのですが、皆のグランパである Joeyが足をざっくり切ってし

まうイベントが発生し、救急車が呼ばれるハプニングがありました。

5.6 今回の Debconf参加によるハックの成果

5.6.1 武藤さん

ツアーコンダクターとして、マドリード観光や現地での皆さんの安全・食事

探しに取り組みました。

• ドラゴンクエスト IX

出発時には最初の村を出るところでしたが、移動時間中だけで遊んでい
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たにもかかわらず、成田に戻る飛行機ではラスボスと戦っていました。

全滅してしまったのでもう少し経験を重ねたいと思います。

• フリーソフトウェアマップの翻訳
スペインでフリーソフトウェアの活動を進めている GNUプロジェクト

メンバーの Rene Merou に頼まれて、彼らの作っているフリーソフト

ウェアマップを日本語に翻訳しました。政府機関にフリーソフトウェア

採用を働きかけるなど、活発な活動をしているそうです。

• ハードウェア互換性リストとハードウェアサポートページの友好関係構
築

Debianのハードウェアサポートの情報を収集してWiki(http://wiki.debian.org/HardwareDatabase,

http://wiki.debian.org/DeviceDatabase/PCI など) にまとめている

Franklin Piatに会って、私のDebian HCL(http://kmuto.jp/debian/hcl/)

とどのような協業ができるかを話し合いました。まずは彼の USBデー

タベースの成果を生かして、lsusb コマンドを貼り付けることで USB

のサポート情報を表示するように HCLを拡張できるかを検討すること

になりました。

• 国際化チームミーティング
恒例の国際化チームミーティングは期間中 4 回開催され、Wiki や

DDTP について議論がなされました。Squeeze ではリリースノートを

Wikiベースで制作・編集するというトライアルが実施されます。Wiki

のように変動の激しいものを翻訳するための手法として、poフォーマッ

トに変換してパラグラフ単位で作業できるような手法も実施予定です。

Debian のパッケージ説明翻訳機構の DDTP についても、多数の改善

提案が出されました。パラグラフ単位でのマッチングや fuzzyマーキン

グ、一般翻訳者を統轄するコーディネータという役割および特権を用意

して一括置換や管轄する翻訳メンバーへの一斉連絡といった機能が追加

される見込みです。日本の DDTP翻訳チームでも、いずれどなたかに

コーディネータに立候補いただくことになると思われます。

• 講演レポート
各講演内容については http://kmuto.jp/d/index.cgi/travel/20090722-

spain.htm, http://kmuto.jp/d/index.cgi/travel/20090724-spain.htm,

http://kmuto.jp/d/index.cgi/travel/20090726-spain.htm, http://kmuto.jp/d/index.cgi/travel/20090728-

spain.htm に短いながら報告しています。詳細については Debianの関

連メーリングリストや Debconf サイトで掲載予定のビデオなどを参照

してください。

3年ぶりの参加でしたが、新旧の友人たちと語らい、GPGサイン交換し、Debconf初参加者に Debconfを体感し

てもらい、国際化チームミーティングで up-to-dateな情報を得る、と当初の目的はいずれも達成できました。充実し

たカンファレンスだったと思います。

私自身は今後徐々に Debianに関する活動のペースを落としていくつもりなので (すでにだいぶ落ちてしまっては

いますが)、特に DDTP関係者の Debconfおよび国際化チームミーティングへの参加を望みます。

5.6.2 山根さん

5.6.3 前田さん

数ヶ月溜まっていたタスク、問題を ToDo として取り組みました。
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• MacBook 5,2 の使えないデバイスを使えるようにする

所有している MacBook は 2008 later モデル (通称 MacBook 5,2)ですが、DebConf に行く前に以下のよう

な問題を抱えていました。

– 無線 LAN を使えない

Broadcom bcm4322 が搭載されており、b43 で将来的にはサポートされるらしいのですが、現状では

Broadcom が提供している STA ドライバを使用するしかありません。ただし、普段、vanilla kernel の最

新 stable を使用していると、このデバイスドライバをビルドできない、という問題があります。スペイン

から Twitter でつぶやいていたら、Gentoo の松鵜さんに、Gentoo のパッチを使ってみては、と教えて

いただき、x86用のパッチを参考に、amd64(x86 64) 用にコードを書き直したところ、正常に無線 LAN

を使えるようになりました。

実は Debian に既に Broadcom-sta ドライバ用のパッケージがあり、これを使うと上記の問題は既に解決

されている、というオチもついてました。*3

– 音が出ない

サウンドデバイスは認識しているものの、音が出ない、という現象にハマっており、/etc/modprobe.d/alsa-

base.conf の設定をしなおすことで音が出るようになりました。

が、ブート時にけたたましいビープ音が出てしまい、イヤホンジャックにイヤホンを挿してもなりやまず、

Hacklab1 内でかなり顰蹙を買ってしまいました…。orz

– iSight が対応していない

isight-firmware-tools が、MacBook 購入時 (2009 年 5 月末) では対応していなかったのですが、久しぶ

りに実行してみたら何もすることなくあっさりファームウェアを抽出でき、使えるようになりました。

– ACPI を有効にすると起動できない

この問題は未だ解決しておらず、ACPI を無効にするためバッテリー駆動の場合、残量が分からないとか、

正常に電源を切れないため reboot ができず必ず shutdown しないといけないとか、ハイバネーションを

行うと、復帰時に ACPI を有効にしたときと同様に画面がブラックアウトして固まってしまう、という問

題があります。

DebConf で MacBook を使っている人に聞いてみようかと思っていたのですが、同じ世代の MacBook

を使っている人が少なく、持っていても Mac OS X を使っているので、断念しました。

ACPI の ML で聞いてみる予定です。

• Java Policy の翻訳

4月の Debian 勉強会のネタとして、Java Policy を読んでみましたが、中途半端なところで翻訳を中断して

いました。再開するにあたり、PO 形式で整形し直し、未翻訳の部分の翻訳を完了し、debian-doc に投稿しま

した。

レビューコメントを確認し、修正後、Java Policy のMLへの連絡及び、java-common パッケージの BTSを

行う予定です。

• GanttProject のパッケージ化

ソースコードの入手方法が分からず、放置していたのですが、Subversion のリポジトリがあることに気づいた

ので、ドキュメントに沿ってビルドしてみたところ、OpenJDK では正常に動くことを確認しました。

他の Java 開発環境でのビルド、動作確認後、deb パッケージ化を行う予定です。

• Termtter のパッケージ化事前調査

jugyo さんが中心になって開発されている Twitter のターミナルクライアントがあります。iceweasel の

extention である twitterfox の使い勝手がいまいちなのと、ちょうど DebConf9 中に動作がおかしくなり、有

効にしていると iceweasel ごと busy になってしまうので、切り替えることにしました。使い勝手がよければ、

deb パッケージにしてしまおうと考え、KVM環境で検証してみたところ、rubygems で必要なライブラリを

*3 broadcom-sta-common, broadcom-sta-source パッケージ。i386 用にはバイナリパッケージもあるようです。
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導入し、既に deb パッケージで導入済みのライブラリを無視してしまいます。

今後の予定としては、その当たりの解決と、gems で導入されている deb パッケージになっていないライブラ

リ自体のパッケージ化の検討を行うつもりです。

5.6.4 岩松

岩松は主に sh4 アーキテクチャ向けの開発を行いました。

• buildd hack

Debian / SH4 の buildd が動きはじめました。これにより、SH4向けバイナリが debian-ports.org が取得で

きるようになります。パッケージ作成の進捗は http://www.debian-ports.orgから参照することができま

す。

また、armel buildd メンテナである Riku と組み込み向け CPUで発生する問題をどのようにフックしていく

のか、意見交換を行いました。

• debian kernel

tbm *4 を捕まえて、debian kenrel configファイルのハックをしました。sh4 向けカーネルサポートを一通り

できました。

• sh4 向けクロスコンパイラのサポートの打ち合わせ

gcc のクロスコンパイラサポートをしている zumbi と会話し、sh4 と uclibcのクロスコンパイラサポートの

話をしました。gcc-4.4 ではうまく動作しないので修正したり、クロスコンパイルに必要なパッケージを提供し

たりしていました。

• defoma

defoma を ITA したままほったらかしにしていたので、CPAN adminをつついて、バグのある CPANの乗っ

取りを再開しました。CPANはやりとりが面倒くさいので新しいソフトウェアを作成したほうが早そうです。

5.7 次回の Debconf

次回の Debconf10は 米国のニューヨークで開催される予定です。

*4 元 DPL, armのカーネルメンテナ
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